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鶴野内申水流遺跡出土のウシの遺体
西中川　駿・塗木千穂子

（鹿児島大学獣医学科解剖教室）

1．はじめに

わが国のウシの出土例は、延べ遺跡数で270ヶ所も報告されており、そのうち九州では70ヶ所から出

土している。時期的には中世が74ヶ所と最も多く、次いで平安、古墳時代である。

宮崎県内からのウシの出土例は極めて少なく、近年、余り田遺跡からの報告をみるのみである。

鶴野内申水流遺跡は、宮崎県東臼杵郡東郷町大字山陰字中水流にあり、平成9年6月～10月に宮崎県

教育委員会が発掘調査を行い、弥生時代、古墳時代および近世の遺構、遺物が確認された遺跡である。

当教室へ持ち込まれた動物遺体は、ウシ2体分のものであるが、現地調査時には、ウシ5才位の上、下

顎臼歯やウマの臼歯も検出されていた。その後大洪水のため流出したため調査不可能となった。なお、

今回依頼された遺物も完形骨はなく、小骨片のため同定に時間を要した。時期は不明とされているが、

3号土坑で14C測定で1780±40年となっており、他の土坑のものも近世のものと思われる。ここでは出

土骨について、その概要を報告する。

2．出土状況

動物遺体の出土した土坑は、1－3号土坑と、4号掘立柱建物跡（SB4）を構成するピットからで

あり、1号土坑（SA12の北）からは、ウシの両側下顎骨片や上腕骨など14骨片が検出され、重量

574．7gであり、1号ウシと呼称する。2号ウシは2号土坑（SA12の南）から出土し、左下顎骨、上

顎骨、大腿骨など27骨片（歯を含む）がみられ、重量166．6gである。3号土坑の若いウシ（5才以

下）の上、下顎臼歯およびSB4のピットから出土したウマの臼歯は、洪水のため流失している。

3．出土骨の概要

1号ウシ（図版Iの1－3参照）

1号ウシはSA12北①～⑤⑦～⑨表示の骨片があり、①は左の第一一三後臼歯片を伴う部分の下顎骨

であるが、計測不可能である。②は右の第四前臼歯から第三後臼歯を伴う上顎骨片と同じ下顎骨片で、

両者がみ合った形で検出されている。第三後臼歯の歯冠長、歯冠中心高はそれぞれ35．3mm、16．5mmで、

これから体高119．37cm、年齢19．4才と推定される。③は左上腕骨で骨幹の下1／2の部分である。骨幹最

小幅と径は、32．4×39．8（m）である。これら計測値から筆者らの方法で骨長を推定し、さらに体高を

推定すると、114．1cmとなり、第三後臼歯のものより低く推定された。④中手骨片、⑤不明、⑦⑧中手

骨片、⑨大腿骨片と思われるが、いずれも小骨片のため計測不可能である。

2号ウシ（図版Iの4－9参照）

2号ウシはSA12南①－⑨表示の骨片があり、①は大腿骨（右）で骨幹の一部分である。②距骨、踵

骨および脛骨（いずれも左）で、③脛骨（右）、④中足骨片、⑤踵骨、距骨（右）、⑥⑦⑧は足根骨、中

足骨片である。⑨は上顎の第二、三後臼歯と第三後臼歯を伴った左下顎骨片である。第三後臼歯の歯冠

長は36．3mmであり、これより筆者らの方法で下顎長を求め、体高を推定すると119．97cmとなる。また、

歯冠中心高より年齢を推定すると、19．2才であり、かなりの老齢と思われる。
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4．考察

本遺跡出土のウシは、近世のものと推定されているが、明治政府が洋種を導入し、改良される以前の

ウシであり、わが国古来の在来牛であることは確かである。

わが国にウシがいつ頃、どこから渡来して来たかは未だに確証は得られていないが、東京都の伊皿子

貝塚から出土した弥生中期のものが、今のところ最も古いとされている（金子）。また、渡来経路とし

ては北欧系のウシが、朝鮮半島を経由して、北部九州に入り、日本列島を南下または北上したと考えら

れ、本遺跡出土のウシもその末裔であろう。

現存するわが国の在来牛として、山口県の見島牛や鹿児島県十島村の口之島野生化牛がある。本遺跡

出土骨は、これら在来牛のものとよく似ており、1号、2号ウシの推定体高119cmは口之島野生化牛の

雄のものとよく似た大きさである。

宮崎県からのウシの出土例は、ウマに比べて極めて少なく、最近検出された余り田遺跡（7－9世

紀）のみにとどまる。余り田遺跡のものは120cm前後のものであり、当時の人々によって農耕に使役さ

れていたことがうかがわれたが、本遺跡のウシも老齢になるまで農耕や運搬のために飼養され、死後埋

葬されたものと考えられる。

5．まとめ

宮崎県東郷町の鶴野内申水流遺跡（近世）出土のウシの遺体について調査した。

1、ウシの遺体の出土地点は、1号土坑（SA12の北、1号ウシ）と2号土坑（SA12の南、2号ウ

シ）であり、総重量741．3gである。

2、1号ウシは上顎臼歯や下顎骨片、上腕骨、中手骨、大腿骨などの小骨片が検出され、下顎第三後

臼歯や上腕骨の計測値から体高114－119cmと推定され、年齢19．4才と推定された。

3、2号ウシは下顎骨、大腿骨、脛骨、踵骨、距骨などの小骨片である。下顎の第三後臼歯の計測値

から体高119．9cm、年齢19．2才と推定された。

4、1号、2号ウシ共に老齢であること、頭蓋、四肢がみられることから、農耕などに使役され、死

後埋葬されたのであろう。
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図版Iの説明

1－3：1号ウシ、　4－9：2号ウシ

1．左下顎骨　2．右上、下顎骨　3．左上腕骨　4．左上顎臼歯　5．左下顎骨　6．右大腿骨

7．左、右腰骨　8．左から右距骨、左踵骨　9．左から左距骨、左踵骨
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